








































































































































令和６年度
千代川水害タイムライン検討会（第13回）

検討会資料

令和６年７月４日

５．情報伝達訓練

資料3



はじめに

1
イメージ

運用方法のページ番号を記載

 本資料の一部は、「千代川水害タイムライン運用方法」の記載を踏まえて作成していま
す。該当ページをスライドに記載しておりますので、必要に応じてご参照ください。



情報伝達訓練の実施目的

2

訓練テーマ
行動内容に関する課題

（連携先、連絡手段等）
短時間での対応の課題

（線状降水帯等）

その他

昨年度の実施状況

 新任者を対象に、タイムラインレベルの移行、タイムラインやポータルサイトの確認方
法、情報伝達の流れ等を理解していただく。

 参加機関の皆様に、昨年度の出水対応について振り返り、議論いただく。
 本年度施行版の移行トリガーへの理解を深めていただく。

※ 参加機関による読み上げ（情報伝達）と
意見交換を実施します。



情報伝達訓練全体の流れ

3

訓練目的等の説明
（8分）

TL1での訓練（12分）

状況説明+メール読上げ
（2分）

行動項目の確認
+ポータルサイトの操作

（10分）

※ 合計 60分

状況説明+メール読上げ
（2分）

情報伝達、行動項目の確認
（3分）

TL2〜4での訓練（5分×3）

グループ内での意見交換
（15分）

全体意見交換
（10分）



資料の確認
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 本日使用する資料をご確認ください。

①情報伝達訓練資料（本資料）
②千代川水害タイムライン運用方法
③千代川水害タイムライン【詳細版】
④ワークシート（資料４）・・・訓練後回収いたします。

① 情報伝達訓練資料（本資料）

③ 千代川水害タイムライン【詳細版】

④ ワークシート
⇒訓練中・議論時にご記入ください

② 千代川水害タイムライン運用方法



訓練の進め方

5

 訓練は、「千代川水害タイムライン運用方法」を踏まえ進めていきます。ここで、運用
方法についてご説明しますので、お手元の冊子をご確認ください。



情報伝達訓練の想定シナリオ
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※運用方法 P.11〜14 参照

 令和5年度 台風7号による千代川の水位上昇をシナリオとします。
※ 今年度の出水期から施行する、水位及び指定河川洪水予報を優先としたトリガーで、

タイムラインレベルが移行したシナリオとします。
⇒台風7号での出水対応を振り返るとともに、施行版トリガーの理解を促進



強い台風
八丈島の南南西30 km
15 km/hで北西に進む

強い台風
潮岬の南南東90 km
15 km/hで北西に進む

7

２日前 1日前 当日

豊岡市の北北西約60 km
15km/hrで北に進む

 令和5年度 台風7号を想定した訓練とします。

3日前

非常に強い台風
父島の北約110 km
北北西にゆっくり進む

･･･

TLレベル
イメージ

レベル0-1 レベル0-2 レベル1 レベル2 3 4 5

訓練で想定する状況

本訓練の対象範囲

【出典︓NHKより︓https://www3.nhk.or.jp/news/saigai.html】

https://www3.nhk.or.jp/news/saigai.html
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訓練での行動項目

 連携が必要になる項目を中心に、訓練を行います。

備考発信機関行動項目TLレベル項目
No.

訓練
No.

鳥取河川国道事務所
河川管理課

タイムラインレベルの
移行判断・発信タイムラインレベルの移行11041-1

本項目のみ情報収集全機関鳥取県の気象情報の確認河川情報の収集11061-2

鳥取河川国道事務所
河川管理課水防警報の発令

水防警報の実施
21922-1

鳥取市水防警報の情報受け、水
防団への指示（出動）21952-2

鳥取市避難指示の発表避難情報の発令33123-1

郡家警察署避難誘導の実施住民避難33403-2

日本交通バスの運行停止バスの運休対応44854-1

日本海ケーブル
ネットワーク(株)  
メディア推進部

交通情報の速報対応交通情報の報道45174-2
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TLレベルごとの状況
を共有する

代表機関より、各TLレベルに応じた
情報を発信する（口頭）

所属機関の対応をチェックする

事務局側参加機関の皆様

状況イメージ
共有情報

②

④

⑤

【凡例】

所属機関の対応

課題や気づいたことがあれば
ワークシートに記入する

課題、気づき

①

TLレベルの移行等を
鳥取河川国道事務所から全機関へ周知する

（メーリングリスト）

③
ワークシート

訓練の基本的な流れ

例）避難指示、運行停止など
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訓練の基本的な流れ
 ワークシートには、水害時の連携に関する各種の課題をテーマとして記載しております。
 テーマに沿って、ご意見がございましたら、レベルごとに記入をお願いします。
 ワークシートにご記入いただいた内容に沿って、意見交換をしていただきます。

テーマ

行動内容に関する課題
（連携先、連絡手段等）

短時間での対応の課題
（線状降水帯等）

その他

本訓練で取り扱う行動項目
以外について記載いただいても
構いません。

訓練中でも結構ですので、記入をお願いします。



ここから訓練を開始します
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訓練項目
 TL1では、以下の行動項目で訓練を行います。

備考発信機関行動項目TLレベル項目
No.

訓練
No.

鳥取河川国道事務所
河川管理課

タイムラインレベルの
移行判断・発信タイムラインレベルの移行11041-1

本項目のみ情報収集全機関鳥取県の気象情報の確認河川情報の収集11061-2

鳥取河川国道事務所
河川管理課水防警報の発令

水防警報の実施
21922-1

鳥取市水防警報の情報受け、水
防団への指示（出動）21952-2

鳥取市避難指示の発表避難情報の発令33123-1

郡家警察署避難誘導の実施住民避難33403-2

日本交通バスの運行停止バスの運休対応44854-1

日本海ケーブル
ネットワーク(株)  
メディア推進部

交通情報の速報対応交通情報の報道45174-2
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状況 タイムラインレベル1
・台風情報、翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）

13

 台風7号の進路予測  早期警戒情報



項目No.104 タイムラインレベルの移行判断・発信
鳥取河川国道事務所 河川管理課

14

 タイムラインの発動時・レベル移行時には、鳥取河川国道事務所から検討会メンバー宛に、
メールが届きます。

タイムラインレベル0-2→1

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

■千代川水害TLレベル１

主文：８月１４日（日）１２時００分に千代川水害タイムラインのレベルをレベル１に移行します。

理由：翌日までの早期注意情報（警報級（大雨）の可能性）を踏まえて移行。

千代川水害タイムラインポータルサイト

https://

新URL

https://

※運用方法 P.17〜20 参照

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/sendaigawa_timeline_portal/
https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/


行動項目の確認
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 タイムラインの発動時・レベル移行のメールが届いたら、詳細版をご確認ください。
 詳細版は、行動手段・手順が各機関・部署毎に時系列に整理されています。水害時は対応の

チェックリストとして活用します。

本訓練での行動項目



項目No.106 鳥取県の気象情報の確認
全機関

16

□アクセス先
https://

 ポータルサイトを活用した、情報収集訓練を行います。
 情報収集の例として、「No.106 鳥取県の気象警報・注意報を確認」を行います。
 以下のURL又はQRコードから、ポータルサイトにアクセスをしてください。

※運用方法 P.21〜22 参照

https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/


項目No.106 鳥取県の気象情報の確認
全機関（ポータルサイトの活用方法）

17

①「マルチ画面」をタップ

②「画面切替」
をタップ

③「タイムライン
レベル」を選択



項目No.106 鳥取県の気象情報の確認
全機関（ポータルサイトの活用方法）

18

④「気象情報」を
タップ

⑤「閲覧する気象情報
の項目」を選択



項目No.106 鳥取県の気象情報の確認
全機関（ポータルサイトの活用方法）

19

⑥選択した気象情報が表示
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訓練項目
 TL2では、以下の行動項目で訓練を行います。

備考発信機関行動項目TLレベル項目
No.

訓練
No.

鳥取河川国道事務所
河川管理課

タイムラインレベルの
移行判断・発信タイムラインレベルの移行11041-1

本項目のみ情報収集全機関鳥取県の気象情報の確認河川情報の収集11061-2

鳥取河川国道事務所
河川管理課水防警報の発令

水防警報の実施
21922-1

鳥取市水防警報の情報受け、水
防団への指示（出動）21952-2

鳥取市避難指示の発表避難情報の発令33123-1

郡家警察署避難誘導の実施住民避難33403-2

日本交通バスの運行停止バスの運休対応44854-1

日本海ケーブル
ネットワーク(株)  
メディア推進部

交通情報の速報対応交通情報の報道45174-2
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状況 タイムラインレベル2
いずれかの水位観測所で水防団待機水位または氾濫注意水位の超過、氾濫注意情報の発表

21

【出典︓国土交通省 HPより】

 河川水位と危険度レベル  災害の発生イメージ

発表

超
過



項目No.165 タイムラインレベルの移行判断・発信
鳥取河川国道事務所 河川管理課

22

 タイムラインの発動時・レベル移行時には、鳥取河川国道事務所から検討会メンバー宛に、
メールが届きます。

タイムラインレベル1→2

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

■千代川水害TLレベル２

主文：８月１５日（月）６時５０分に千代川水害タイムラインのレベルをレベル２に移行します。

理由：用瀬水位観測所の水位が水防団待機水位に達したため。

千代川水害タイムラインポータルサイト

https://

新URL

https://

※運用方法 P.17〜20 参照

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/sendaigawa_timeline_portal/
https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/
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【出典︓国土交通省 HPより】

【出典︓ https://www.nnn.co.jp/articles/-/116583】

項目No.192 水防警報の発令
鳥取河川国道事務所 河川管理課

https://www.nnn.co.jp/articles/-/116583


24全国水防管理団体連合会HP（ https://www.zensuikan.jp/011setti/001.html ）より

浸水時の避難誘導

排水作業の様子

土のう設置

シート張り工法

項目No.195 水防警報の情報受け、水防団への指示(出動)
鳥取市

https://www.zensuikan.jp/011setti/001.html
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訓練項目
 TL3では、以下の行動項目で訓練を行います。

備考発信機関行動項目TLレベル項目
No.

訓練
No.

鳥取河川国道事務所
河川管理課

タイムラインレベルの
移行判断・発信タイムラインレベルの移行11041-1

本項目のみ情報収集全機関鳥取県の気象情報の確認河川情報の収集11061-2

鳥取河川国道事務所
河川管理課水防警報の発令

水防警報の実施
21922-1

鳥取市水防警報の情報受け、水
防団への指示（出動）21952-2

鳥取市避難指示の発表避難情報の発令33123-1

郡家警察署避難誘導の実施住民避難33403-2

日本交通バスの運行停止バスの運休対応44854-1

日本海ケーブル
ネットワーク(株)  
メディア推進部

交通情報の速報対応交通情報の報道45174-2
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 河川水位と危険度レベル  災害の発生イメージ

発表

超
過

状況 タイムラインレベル3
いずれかの水位観測所で避難判断水位の超過、氾濫警戒情報の発表

浸水被害 島根県江津市川越
【出典︓平成30年7月豪雨の写真・動画（中国地方整備局 HP）より】



項目No.284 タイムラインレベルの移行判断・発信
鳥取河川国道事務所 河川管理課

27

 タイムラインの発動時・レベル移行時には、鳥取河川国道事務所から検討会メンバー宛に、
メールが届きます。

タイムラインレベル2→3

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

■千代川水害TLレベル３

主文：８月１５日（月）１５時２０分に千代川水害タイムラインのレベルをレベル３に移行します。

理由：用瀬水位観測所の水位が避難判断水位に達したため。

千代川水害タイムラインポータルサイト

https://

新URL

https://

※運用方法 P.17〜20 参照

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/sendaigawa_timeline_portal/
https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/
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項目No.312 避難指示の発表
鳥取市

※ 令和5年度 台風7号での開設避難所一覧
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【出典︓https://www.npa.go.jp/bureau/security/gallery/illustration_3-1.pdf】

項目No.340 避難誘導の実施
郡家警察署

https://www.npa.go.jp/bureau/security/gallery/illustration_3-1.pdf
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訓練項目
 TL4では、以下の行動項目で訓練を行います。

備考発信機関行動項目TLレベル項目
No.

訓練
No.

鳥取河川国道事務所
河川管理課

タイムラインレベルの
移行判断・発信タイムラインレベルの移行11041-1

本項目のみ情報収集全機関鳥取県の気象情報の確認河川情報の収集11061-2

鳥取河川国道事務所
河川管理課水防警報の発令

水防警報の実施
21922-1

鳥取市水防警報の情報受け、水
防団への指示（出動）21952-2

鳥取市避難指示の発表避難情報の発令33123-1

郡家警察署避難誘導の実施住民避難33403-2

日本交通バスの運行停止バスの運休対応44854-1

日本海ケーブル
ネットワーク(株)  
メディア推進部

交通情報の速報対応交通情報の報道45174-2
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 河川水位と危険度レベル  災害の発生イメージ

発表

超
過

浸水被害 島根県江津市川越
【出典︓平成30年7月豪雨の写真・動画（中国地方整備局 HP）より】

状況 タイムラインレベル4
いずれかの水位観測所で氾濫危険水位の超過、氾濫警戒情報の発表



項目No.393 タイムラインレベルの移行判断・発信
鳥取河川国道事務所 河川管理課

32

 タイムラインの発動時・レベル移行時には、鳥取河川国道事務所から検討会メンバー宛に、
メールが届きます。

タイムラインレベル3→4

千代川水害タイムライン検討会メンバー各位

鳥取河川国道事務所河川管理課より、以下のとおり連絡します。

【重要】タイムライン段階（レベル）について

■千代川水害TLレベル４

主文：８月１５日（月）１６時３０分に千代川水害タイムラインのレベルを４に移行します。

理由：用瀬水位観測所の水位が氾濫危険水位に達したため。

千代川水害タイムラインポータルサイト

https://

新URL

https://

※運用方法 P.17〜20 参照

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/sendaigawa_timeline_portal/
https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/
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項目No.485 バスの運行停止
日本交通株式会社

※ 令和5年度 台風7号による運休発表情報
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鳥
取
県
内
に
避
難
指
示
が
発
令

【バス】鳥取・神戸線 全便運休

10︓00

項目No.517 交通情報の速報対応
日本海ケーブルネットワーク(株)



意見交換
実施事項について、ワークシートを用いて各テーブルで意見交換をお願いします。実施事項について、ワークシートを用いて各テーブルで意見交換をお願いします。

例）●●について、より詳細な説明が欲しい。
××に関する情報の記載場所が分かりにくい。
実際の対応では、○○だった
ポータルサイトの使い方がわからないところがある。
メールだけの通知だと、見落とす可能性がある 等

35



これで訓練を終了します
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令和６年度スケジュール（予定）

R5年
7月27日

第11回
検討会

第12回
検討会

R5年
12月14日

出水対応
（台風期）

R5年
7月〜10月

出水後
R5年

10月下旬
〜11月上旬

R6年
7月4日

第13回
検討会
（今回）

出水対応
（台風期）

R6年
7月〜10月

出水後
R6年

10月下旬
〜11月上旬

第14回
検討会

R6年
11月下旬
（予定）

【内容】
• 本年度スケジュールの確認
• 水位を優先としたトリガー
• 情報伝達訓練

【内容】
• 本年度試行するトリガーに関しての課題抽出
• 出水対応の振り返り

【内容】
• 千代川TL情報共有システム等を活用した

出水対応と課題等の把握

【内容】
• 関係機関へアンケート

⇒出水対応の課題、リアルタイムで共有すべき
防災行動の把握

【内容】
• ポータルサイトの改良報告
• スマートフォン版のポータルサイトの作成報告
• 情報伝達訓練の実施

【内容】
• 台風7号による出水状況の共有
• 出水対応に関するアンケート結果の共有
• 次年度の予定

【内容】
• 令和5年度 台風7号による出水対応と課題の把握

【内容】
• 関係機関へヒアリング（アンケート）

⇒出水対応の課題、リアルタイムで共有すべき
防災行動の把握

令和5年度（予定） 令和６年度（予定）
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皆様にお願いしたい事項
①出水対応の記録

A.「チェック欄」
行動項目に漏れがないよう、実施した行動についてチェックをつけて下さい。

B.「実施状況チェック欄」
行動開始時刻と終了時刻をご記入下さい。

C.「行動項目追加欄」
タイムライン記載以外で実施した行動を追記して下さい。対応機関、実施開始時刻、終了時刻もご記入下さい。

D.「メモ欄」
課題や改善点等を記入する欄としてご使用下さい。

無理のない範囲で、出水対応時の実施状況の記録をお願いいたします。

A

C

B D■千代川水害タイムライン【詳細版】

※運用方法 P.23〜24 参照
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皆様にお願いしたい事項
②訓練でお気づきの点の共有

お手数ですが、7月12日（金）までに下記担当者までメールもしくはFAXでご送付願います。
不明点等につきましても、以下の問い合わせ先までご連絡ください。

訓練で使用したワークシートは、タイムライン更新の参考とさせていただきます。



以降、参考資料



バスを移動させることのできる広い駐車場を事前に把握しておいたこと、迅速な職員招集を行ったこ
とにより、2〜3時間での移動が可能となった。また、これにより2日後には通常の運行を再開するこ
とができた。

POINT
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出典）乗りものニュース（令和元年11月16日）

 道路が冠水するなか
での車両避難の様子

 千曲川の決壊により北陸新幹線が水没・廃車になるなど交通事業者への被害が出る中、長
電バス長野営業所では決壊当日の早朝から路線バスを運休し、バスを避難させた。

 移動先として土地が高く広い駐車場のある公園や国土交通省長野運輸支局の敷地を選定・
調整し、続々と出勤した職員によって人海戦術でバスを移動させた。

【参考】近年の被災における事前計画・検討の成功事例
（１）浸水時にバスを100台大移動（令和元年東日本台風）



東京東部の海抜「ゼロメートル地帯」に位置する中川地区は２０１５年の関東・東北豪雨で中川が氾
濫危険水位に達して危機感を高め、平成30年度に中川氾濫に備えたコミュニティ・タイムラインを
策定していた。

POINT
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出典）東京新聞（令和元年11月13日）

＜避難所︓長門小学校における被災時の主な対応＞
• 台風が上陸する2日前の10日午前10時に地区の同小を避難所とする運営会議メ

ンバーによる対策会議を開催
• 中川氾濫に備えた地区の行動計画「コミュニティ・タイムライン」づくりに

も協力したＮＰＯ法人「環境防災総合政策研究機構（ＣｅＭＩ）」は「経験
したことのない暴風や大雨、高潮、荒川・中川の氾濫が同時多発的に起きる
可能性がある」と最大限の警戒を呼びかけ

• 地元の長門南部町会などは注意喚起の文書を各戸に配布
• 避難者数に応じて特別教室や二階の教室も開放（ペット連れは別室の会議室

などで対応、体が不自由で支援が必要な高齢者などはカーペットがある部屋
に案内）

• 一階の避難物資の倉庫が水没する恐れがあるとして校内放送で避難者に協力
を呼び掛け、約30人で物資を二階に移動

• 子どもたちがストレスを抱えないように、校長の発案でＤＶＤでアニメを鑑
賞できる教室も設置

 四方を川に囲まれた足立区では、小中学校など避難所１３５カ所に３万３０００人以上が
避難した。このうち、中川氾濫に備えた行動計画（コミュニティ・タイムライン）がある
中川地区では、早い段階で対策会議や早めの避難所開設などの対応をとることができた。

【参考】近年の被災における事前計画・検討の成功事例
（２）役立った地区の行動計画（令和元年東日本台風）
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【出典︓気象庁 HPより】

線状降水帯とは
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【出典︓きちんと知ろう 都賀川のこと,kobesitychannel】

雨が降り出してから5分後晴れの日

遊歩道

水が増え始めてから10分後

遊歩道にも水があふれる

10分間で1.34mも川の水位が上昇

 短時間の水位上昇に
対する準備が必要

強い降雨に伴う河川の増水
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線状降水帯の発生事例

【出典︓平成29年7月九州北部豪雨の気象概況,気象庁】

平成29年7月九州北部豪雨での事例

 予測値と解析値
に大きな差

 予想外の短時間
強雨が発生
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線状降水帯の発生事例

【出典︓平成29年7月九州北部豪雨の気象概況,気象庁】

 線状降水帯による予想
外の猛烈な雨が発生

 大雨注意報発表まで
の時間が短い

 短時間での対応が
必要

平成29年7月九州北部豪雨朝倉市での事例
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 甚大な被害を出したH26年 広島市の豪雨災害も線状降水帯によるものです。

線状降水帯の災害事例

【出典︓平成26年8月豪雨による広島県で発生した土砂災害への対応状況（国土交通省 砂防部）より】
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 線状降水帯は正確な予想が難しく、大雨災害発生の危険度が急激に高まります。

線状降水帯の呼びかけ

【出典︓気象庁 HPより】
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線状降水帯の適中率

【出典︓気象庁 令和4年度出水期の実績〜線状降水帯による大雨の半日前からの呼びかけ〜より】

 線状降水帯の適中率は高くないというのが現状です。



千代川水害タイムライン概要説明資料

※千代川水害タイムラインの開催状況や過去の資料はホームページをご確認ください。https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/conference3/timeline.html

出典）乗りものニュース（令和元年11月16日）

① 災害対応の抜け、漏れ、落ちがないよう
に、チェックができます。

② 「先を見越した対応」が可能になります。
③ 関係機関との協働作業で「顔の見える関
係」が構築できます。

④ 「相互の役割分担」が明確になります。

タイムラインのメリット

千代川水害タイムラインは、各機関が定めて
いる防災行動計画に加え、水害リスクの把握、
防災行動項目の整理、重点行動項目の具体化・
細分化等を行い、作成されました。

② 長電バス長野営業所 バス100台の大移動

タイムラインの成功例(令和元年 東日本台風)

中川氾濫に備えた行動計画により、
足立区の中川地区では、早い段階で
対策会議や早めの避難所開設などの
対応をとることができた。

① 役立った地区の行動計画

タイムライン作成の経緯

千曲川決壊当日の早朝からバスを運休
広い駐車場の事前
把握と迅速な職員
招集により、2日
後には運行を再開

① 台風が上陸する2日前に長門小学校
を避難所とする会議を開催

② 一階の避難物資の倉庫が水没する恐
れがあるとして、避難者に協力要請、
物資を二階に移動

【主な防災行動例】

https://www.cgr.mlit.go.jp/tottori/river/conference3/timeline.html


ポータルサイト(スマホ版)
操作マニュアル

□アクセス先
https://

https://os3-301-40335.vs.sakura.ne.jp/


1

PC画面とスマホ画面の違い
◇URLまたはQRコードを開くと、以下の画面が表示されます。

※本マニュアルでは、「マルチ画面」について、説明をしています。
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◇気象庁などが発表している情報を確認できます。
※「マルチ画面」を開くと、最初に表示されます。

各種情報

画面下のボタンで
情報切替えが可能

①メニューボタン
②各種情報を順に

タップ

①

②

①「メニュー」
②「各種情報」の順
にタップ

下に表示されない項目は
プルダウンより選択可能
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◇各組織が公表しているXを確認できます。

X（旧Twitter）

「X」をタップ

確認する情報を
タップ

「X」が表示
「メニュー」をタップ
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◇タイムラインの運用方法等を確認できます。

TL（タイムライン）リンク

確認したい内容をタップ

「TLリンク」を
タップ

「メニュー」をタップ
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◇各組織が公表するライブカメラの画像を確認できます。

カメラ一覧

確認したい内容をタップ

確認する地点まで
スワイプ

「カメラ一覧」を
タップ

「メニュー」をタップ
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◇川の水位情報やHPリンク集等が確認できます。

その他リンク

「他リンク」
をタップ

確認したい内容
をタップ

「メニュー」をタップ
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ホーム画面への戻り方

「ホーム」をタップ

ホーム画面に戻る
「メニュー」をタップ

◇以下の手順でホーム画面に戻ることができます。
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トップ画面への戻り方

「トップに戻る」
をタップ

「メニュー」をタップ

◇以下の手順でトップ画面に戻ることができます。 トップ画面に戻る
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PC画面とスマホ画面の違い
◇スマホ画面
気象情報は1画面ずつ表示されます。
Xとの同時表示は不可能です。

気象情報は最大3面表示可能
X+気象情報4面の表示も可能

表示の切り替えで
各情報にアクセス可能

◇PC画面
気象情報等は最大3画面での表示が可能です。
X(旧Twitter)+気象情報2面の表示も可能となります。

3画面で表示した場合

2画面+Xを表示した場合


